
　氏　　名公職の種類 得票数 当落

工藤　薫 新座市議会議員 204 当選

山崎享一 蓮田市議会議長 164 当選

陶山憲秀 朝霞市議会議長 161 当選

川島善徳 蕨　 市議会議長 155 当選

松岡兵衛 熊谷市議会議長 152 当選

野口佳司 越谷市議会議長 148 落選

１
０
月
１
４
日
、
日
本
共

産
党
飯
能
市
議
団
は
、
市
内

各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を
と

り
ま
と
め
１
４
４
項
目
の
新

年
度
の
予
算
要
求
書
と
、
そ

の
中
で
も
特
に
緊
急
性
を
要

す
る
１
４
項
目
を
「
重
点
要

求
」
と
し
て
本
橋
副
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
要
求
書
を
作

成
す
る
に
あ
た
っ
て
感
慨
深

い
の
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た

総
選
挙
で
、
自
公
政
権
が
つ

づ
け
て
き
た
国
民
生
活
破
壊

の
政
治
に
対
す
る
批
判
と
怒

り
が
政
権
交
代
の
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
自
公
政

権
を
退
場
さ
せ
、
「
構
造
改

革
」
に
代
わ
る
新
し
い
政
治

が
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
る
こ

と
を
実
感
し
な
が
ら
の
提
出

で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か

し
現
実
に
は
、
き
び
し
い
市

民
生
活
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
市
民
生
活
を
応

援
す
る
た
め
に
自
治

体
が
そ
の
役
割
を
発

揮
す
る
よ
う
、
景
気

対
策
、
福
祉
、
教
育
、

環
境
な
ど
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
要
望
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

○
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
中
で
、
早
期
に

「
足
の
確
保
」
を
事

業
化
す
る
こ
と
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
入
所
待
機
者
は
約
１
５
０

人
。
施
設
不
足
を
解
消
す
る

こ
と
。

○
障
害
者
の
燃
料
費
補
助
は
、

家
族
に
も
適
用
し
新
年
度
か

ら
実
施
す
る
こ
と
。

○
山
手
町
用
地
に
建
設
予
定

の
総
合
保
育
施
設
は
直
営
と

し
、
第
一
保
育
所
と
八
幡
保

育
所
と
の
統
合
を
前
提
と
せ

ず
定
数
（
１
２
０
名
）
の
見

直
し
を
は
か
る
こ
と
。

○
東
吾
野
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
患
者

の
送
迎
、
十
分
な
医
師
・
看

護
師
の
配
置
、
市
民
参
加
の

地
域
医
療
運
営
協
議
会
を
設

置
し
利
用
者
の
声
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
。

○
新
型
イ
ン
フ
ル
予
防
接
種

助
成
対
象
を
妊
婦
、
慢
性
疾

患
の
あ
る
方
に
も
拡
大
す
る

こ
と
。

○
市
奨
学
金
は
、
希
望
者
全

員
に
貸
与
し
返
済
が
困
難
な

人
に
は
減
免
制
度
を
適
用
す

る
こ
と
。
新
た
に
入
学
準
備

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

○
新
図
書
館
の
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、
住
民
要
望
や
先
進
的

な
環
境
施
策
を
盛
り
込
み
、

平
成
２
５
年
４
月
開
館
に
む

け
て
着
実
に
す
す
め
る
こ
と
。

○
景
観
間
伐
や
沿
道
間
伐
を

積
極
的
に
す
す
め
、
地
権
者

と
の
合
意
形
成
に
も
支
援
す

る
こ
と
。

○
飯
能
駅
北
口
に
駐
輪
場
を

設
置
す
る
こ
と
。

○
ま
る
ひ
ろ
東
飯
能
店
７
階

利
用
は
止
め
る
こ
と
。

【
重
点
要
求
】

◎
公
共
事
業
の
前
倒
し
、
小

中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
な

ど
経
済
雇
用
対
策
を
引
き
続

き
強
化
す
る
こ
と
。
◎
子
ど

も
医
療
費
無
料
化
制
度
小
学

校
６
年
生
ま
で
段
階
的
に
実

施
す
る
こ
と
。

◎
２
２
年
に
値
上
げ
を
予
定

し
て
い
る
下
水
道
料
金
・
国

民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
を

し
な
い
こ
と
。
◎
未
給
水
地

域
・
共
同
給
水
事
業
へ
の
補

助
率
の
引
き
上
げ
、
維
持
管

理
費
へ
助
成
制
度
を
新
設
す

る
こ
と
等
で
す
。

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
補
欠

選
挙
（
市
議
の
部
、
欠
員
５
、

立
候
補
６
人
）
の
結
果
が
６

日
ま
で
に
確
定
し
、
日
本
共

産
党
の
工
藤
薫
新
座
市
議
が

ト
ッ
プ
当
選
し
ま
し
た
。

こ
の
投
票
は
、
県
内
４
０

市
の
市
議
（
実
施
時
点
の
在

任
数
１
０
２
０
人
）
に
よ
り

市
議
会
ご
と
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
補
選
に
は
工
藤

氏
の
ほ
か
、
市
議
会
議
長
会

の
推
薦
す
る
５
氏
が
立
候
補

し
ま
し
た
。
工
藤
氏
の
得
票

は
、
党
議
員
数
（
１
４
２
人
）

を
上
回
り
ま
し
た
。
加
川
義

光
議
員
と
あ
わ
せ
２
人
に
な

り
ま
し
た
。

「
み
ん
坊
の
エ
ク

ア
ド
ル
ツ
ア
ー
日

記
」
を
読
み
ま
し

た
。
著
者
は
小
林

光
男
、
発
行
者
・

小
林
光
男
、
発
行

所
は
ひ
か
り
書
房

と
い
う
の
り
の
も

の
で
す
が
、
書
い
て
あ
る
こ

と
は
極
め
て
生
真
面
目
な
も

の
で
、
二
十
時
間
も
か
け
て

地
球
の
裏
側
の
エ
ク
ア
ド
ル

に
つ
れ
て
ゆ
か
れ
た
日
本
の

煙
草
吸
の
哀
歓
が
行
間
に
滲

ん
で
い
ま
す
▼
英
語
の
分
か

ら
な
い
み
ん
坊
が
、
機
内
で

カ
ナ
ダ
人
の
女
の
子
と
ア
メ

リ
カ
人
の
男
の
子
に
挟
ま
れ

て
、
頭
越
し
の
会
話
に
孤
独

を
募
ら
せ
て
い
く
く
だ
り
と
、

そ
の
女
の
子
が
エ
ク
ア
ド
ル

に
さ
し
か
か
っ
た
頃
、
「
ム
ー

ン
」
と
窓
を
指
さ
し
て
中
空

に
浮
か
ぶ
満
月
を
、
可
哀
想

な
み
ん
坊
に
微
笑
み
な
が
ら

教
え
て
く
れ
た
一
期
一
会
の

出
会
い
と
別
れ
は
心
に
残
り

ま
す
▼
と
こ
ろ
で
「
こ
の
国

の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ど
こ
も
店

内
禁
煙
で
、
私
の
よ
う
な
喫

煙
家
に
と
っ
て
誠
に
居
心
地

の
悪
い
場
所
で
す
」
と
小
林

さ
ん
は
ぼ
や
い
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
機
会
に
「
禁
煙
家
」

に
転
身
し
て
も
ら
っ
た
ら
、

喜
ん
で
く
れ
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

発 行

日 本 共 産 党
飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

２００９年１０月１８日 ＮＯ．１６９５

（水）

午後７時～

飯能市民会館２０２

報告 市議会議員 金子としえ

同 山田とし子

同 新井たくみ

同 滝沢おさむ

９月議会の特徴を中心に議会報告を行いま

す。どなたでも参加できます。ぜひお出か

け下さい。ご意見、ご要望もお寄せ下さい。

埼
玉
・後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
補
選

工
藤
薫
さ
ん
ト
ッ
プ
当
選

後期高齢者医療広域連合議員選挙結果



原
水
爆
禁
止
飯
能
市
協
議

会
は
１
３
日
、
富
士
見
公
民

館
で
「
０
９
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
報
告
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

代
表
の
関
谷
滋
さ
ん
（
埼

玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
長
）

の
開
会
挨
拶
に
続
き
来
賓
と

し
て
山
田
利
子
市
議
が
挨
拶
。

世
界
大
会
に
参
加
し
た
埼

玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
の
田

中
圓
さ
ん
が
、
「
オ
バ
マ
米

大
統
領
の
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
を
目
指
す
と
い
う

発
言
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
。

大
会
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
人
間
と
核
は
共
存
で
き

な
い
こ
と
、
世
界
に
は
２
６

０
０
０
発
の
核
が
存
在
す
る

と
い
う
が
、
一
日
も
早
く
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ほ
し
い
し
、
自
分
も
核
兵

器
の
な
い
公
正
な
世
界
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
日
本
平
和
委
員

会
の
代
表
理
事
で
あ
り
、
原

水
禁
世
界
大
会
の
運
営
委
員

会
代
表
の
佐
藤
光
雄
さ
ん
が
、

「
今
ま
で
運
動
し
て
き
て
今

が
一
番
う
れ
し
い
と
き
」
と

前
置
き
し
て
、
今
年
１
月
の

オ
バ
マ
政
権
の
登
場
と
４
月

の
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
提
唱
、
８
月
３
０
日
の
総

選
挙
で
自
公
政
権
が
歴
史
的

な
大
敗
で
政
権
交
代
し
た
こ

と
。
国
連
を
は
じ
め
、
か
つ

て
な
い
内
外
情
勢
の
激
動
が

続
い
て
い
る
。
２
０
０
９
年

の
世
界
大
会
で
内
外
代
表
が

協
調
し
た
こ
と
は
、
今
、
世

界
を
動
か
し
て
い
る
の
は

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公

正
な
世
界
」
を
望
む
人
々
の

行
動
と
選
択
で
あ
る
。
２
０

１
０
年
５
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
向
け
て
１
２
０
０

万
筆
の
署
名
を
集
め
き
る
運

動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

笠
縫
区
画
整
理
地
内
で
最

初
の
公
園
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
場
所
は
八
高

線
の
東
側
で
西
武
池
袋
線
と

交
差
す
る
付
近
で
す
。
区
画

整
理
地
内
で
も
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
整

備
に
つ
い
て
は
住
民
か
ら
強

い
要
望
が
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
も
公
園
予
定
地
な
ど
を
遊

び
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

し
た
が
、
ベ
ン
チ
や
遊
具
な

ど
は
な
く
遊
び
場
と
し
て
は

不
充
分
で
し
た
。

今
回
整
備
さ
れ
る
笠
縫
地

区
３
号
公
園
（
仮
称
）
は
、

多
目
的
広
場
、
木
漏
れ
日
広

場
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
広
場
と

分
け
て
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
目

的
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
広
場
に
は
、
背
も
た

れ
を
丸
く
し
て
座
っ
た
ま
ま

後
ろ
に
反
り
返
り
背
伸
び
が

で
き
る
ベ
ン
チ
な
ど
も
設
置

さ
れ
散
歩
の
途
中
で
一
休
み

し
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
木
漏
れ
日

広
場
に
は
住
民
参
加
花
壇
も

設
け
ら
れ
ま
す
。

公
園
を
作
る
に
あ
た
っ
て

の
構
想
は
、
昨
年
、
地
元
自

治
会
を
通
じ
て
意
見
や
提
案

を
住
民
か
ら
募
集
し
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。
工
期
は
来
年

１
月
２
９
日
を
目
途
に
し
て

い
ま
す
。

２００９年１０月１８日 ＮＯ．１６９５

「
核
兵
器
を
な
く
そ
う
」
は

国
際
的
な
変
化

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
報
告
集
会

９
月
２
７
日
（
日
）
入

間
市
、
新
し
き
を
知
る
公

園
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
お

い
て
当
会
主
催
の
「
平
和

の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
「
青
い

空
」
の
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
。
応
募
に
応
え
て
い

た
だ
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
コ
ー
ラ
ス
、
マ
ジ
ッ

ク
、
「
あ
ら
く
ま
座
」
、

サ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ン
・
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
演
奏
な
ど
次
々

に
。
楽
し
く
交
歓
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
い
る
ま
・

九
条
の
会
を
は
じ
め
、
ぶ

し
・
九
条
の
会
、
マ
ス
コ

ミ
・
文
化
九
条
の
会
・
所

沢
、
入
間
平
和
委
員
会
、

狭
山
平
和
委
員
会
等
の
代

表
者
が
次
々
に
登
壇
し
て

挨
拶
。
西
武
線
沿
線
の
平

和
と
９
条
を
守
る
交
流
に

も
な
り
ま
し
た
。
特
に
こ

の
中
で
マ
ス
コ
ミ
文
化
九

条
の
会
・
所
沢
の
代
表
と

し
て
発
言
し
た
大
野
裕
さ

ん
は
「
当
会
の
招
き
で
た

び
た
び
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
特
に
文
化
で
楽
し

く
や
っ
て
い
る
の
が
素
晴

ら
し
い
で
す
。
私
達
も
当

会
の
経
験
、
雰
囲
気
に
学

ん
で
い
き
た
い
」
と
同
じ

文
化
の
つ
く
九
条
の
会
の

仲
間
と
し
て
、
大
変
貴
重

な
有
難
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

佐
藤

弘

住民要望を取り入れた

区画整理地内初の公園

建設すすむ 笠縫地区３号公園

平
和
の

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
に
１
５
０
人

奥
む
さ
し
・
文
化
９
条
の
会

本
郷
在
住
で
埼
玉
土
建
を

今
年
退
職
し
た
小
林
光
男

さ
ん
が
８
月
に
エ
ク
ア
ド

ル
の
子
ど
も
の
た
め
の
友

人
の
会
（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
）
の

エ
ク
ア
ド
ル
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
そ
の
旅
行
記
を

「
み
ん
坊
の
エ
ク
ア
ド
ル

ツ
ア
ー
日
記
」
と
し
て
ま

と
め
ま
し
た
。
「
み
ん
坊
」

と
は
、
光
男
さ
ん
の
小
さ

い
頃
の
あ
だ
名
で
す
。

ツ
ア
ー
の
目
的
は
、
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｅ
の
活
動
を
理
解
し
、

現
地
の
人
々
と
交
流
す
る

こ
と
。
世
界
遺
産
で
あ
る

キ
ト
や
ア
ン
デ
ス
山
間
部

を
訪
問
し
文
化
や
歴
史
に

触
れ
る
こ
と
。
持
続
可
能

な
発
展
を
追
求
す
る
コ
タ

カ
チ
な
ど
の
農
園
を
訪
問

し
、
地
域
発
展
の
取
り
組

み
に
触
れ
る
こ
と
で
し
た
。

小
林
さ
ん
は
言
葉
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
と
ス
ペ

イ
ン
語
教
室
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
飯
能
教
室

講
師

杉
田
優
子
先
生

希
望
者08

0-5
19
3-
439

6

小
林
ま
で

エ
ク
ア
ド
ル
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
小

林
さ
ん

ツ
ア
ー
日
記

を
発
行

珍しい果物に舌鼓


